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５
月
３
日
は
憲

法
記
念
日
、
こ
の

憲
法
の
お
か
げ
で

日
本
は
70
年
間
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ

な
く
て
済
ん
だ
。「
憲
法
」
を

英
語
でC

onstitution

と
い

う
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
医
療
従

事
者
に
も
な
じ
み
深
い
医
学
用

語
で
、
人
体
の
「
体
質
」
と
い

う
。
憲
法
と
は
ま
さ
に
国
家
の

体
質
で
あ
る
▼
幕
末
に
結
ん
だ

不
平
等
条
約
を
な
く
し
近
代
国

家
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
、
プ

ロ
イ
セ
ン
憲
法
を
参
考
に
憲
法

を
公
布
し
た
が
大
き
な
問
題
が

あ
っ
た
。
内
閣
や
首
相
に
統
帥

権
が
な
く
軍
部
は
内
閣
の
監
督

を
受
け
ず
暴
走
し
、
悲
惨
な
戦

争
へ
導
い
た
。
折
し
も
安
倍
総

理
の
憲
法
９
条
違
反
の
自
衛
隊

に
対
し
、「
我
が
軍
」
発
言
。

何
と
な
く
独
裁
者
ヒ
ト
ラ
ー
の

Ｓ
Ｓ
（
親
衛
隊
）
を
連
想
さ
せ

る
危
険
発
言
で
あ
る
▼

Constitution

を
「
憲
法
」
と

翻
訳
し
た
た
め
、
聖
徳
太
子
の

十
七
条
憲
法
と
混
同
し
誤
解
を

招
く
。
こ
れ
は
貴
族
、
官
僚
に

対
す
る
訓
戒
で
あ
り
、
仏
教
の

精
神
基
調
を
理
念
と
し
た
も
の

で
あ
る
▼
い
か
な
る
原
始
国
家

で
も
、
権
力
秩
序
の
あ
る
と
こ

ろ
に
は
治
め
る
者
と
治
め
ら
れ

る
者
と
の
間
に
支
配
の
範
囲
、

統
治
の
方
法
に
つ
い
て
一
定
の

取
り
決
め
が
存
在
す
る
。
成
文

化
さ
れ
な
く
て
も
支
配
関
係
に

内
在
す
る
慣
習
的
な
規
範
と
し

て
成
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

Constitution

は
、
欧
州
に
お

け
る
君
主
の
専
制
権
力
に
対
し

制
約
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
国
家
を
統
制
す
る
「
国

制
」「
政
体
」
と
翻
訳
す
べ
き

で
国
の
体
質
で
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

で
決
定
さ
れ
た
人
体
の
体
質
同

様
、
生
ま
れ
変
わ
る
以
外
、
強

引
に
変
え
ら
れ
な
い
。
無
理
に

変
え
れ
ば
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
。
世
界
に

誇
る
平
和
憲
法
を
守
ろ
う（
鼻
）
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医療保険制度改悪法　衆院可決に抗議文

青森県知事選挙　支援募金のお願い

２面

歯科定例研より
「抗血栓療法患者の抜歯ガイドライン2015」

研
面
究 ４面

２面

　

「
や
せ
る
」「
体
に
よ
い
」
な
ど
と
効
果
を
う
た
っ
た
食
品

広
告
が
氾
濫
し
て
い
る
問
題
点
を
考
え
よ
う―

―

。「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
（
代
表
世
話
人
・
吉
岡

正
雄
協
会
副
理
事
長
）
は
４
月
19
日
に
、
市
民
講
座
「
メ
デ
ィ

ア
に
惑
わ
さ
れ
な
い
食
生
活
〜
氾
濫
す
る
食
情
報
と
宣
伝
広
告

の
問
題
性
を
考
え
る
〜
」
を
開
催
。
群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
高

橋
久
仁
子
先
生
を
講
師
に
、
市
民
ら
１
０
７
人
が
参
加
し
た
。

群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
高
橋
久
仁
子
先
生

（
上
）
が
、
健
康
食
品
の
宣
伝
広
告
に
よ

り
、
食
品
が
健
康
に
与
え
る
影
響
を
過
大

に
信
じ
て
し
ま
う
と
指
摘

「健康食品」と広告の問題点考える

　

高
橋
先
生
は
、
健
康
に
関
連

す
る
食
情
報
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
産
業
界
か
ら
大
量
に
提
供
さ

れ
、
人
々
の
食
生
活
を
混
乱
さ

せ
て
い
る
と
し
、
食
べ
物
や
栄

養
が
健
康
や
病
気
へ
与
え
る
影

響
を
過
大
に
信
じ
た
り
評
価
す

る
「
フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム

（Food Faddism

）」
が
起
こ

っ
て
い
る
と
指
摘
。

　

フ
ー
ド
フ
ァ
デ
ィ
ズ
ム
に

は
、
①
健
康
へ
の
好
影
響
を
か

た
る
食
品
の
大
流
行
（「
そ

れ
」
さ
え
食
べ
れ
ば
万
病
解

決
、
あ
る
い
は
短
期
間
で
減
量

可
能
と
吹
聴
さ
れ
る
）、
②
量

の
無
視
（
そ
の
食
品
に
含
ま
れ

る
「
有
益
・
有
害
成
分
」
の
量

に
は
言
及
せ
ず
「
○
○
に
良

い
」「
×
×
に
悪
い
」
と
主
張

す
る
）、
③
食
品
に
対
す
る
期

待
や
不
安
の
扇
動
（
個
人
の
状

況
を
勘
案
せ
ず
、
あ
る
食
品
を

体
に
悪
い
と
敵
視
し
た
り
、
別

な
食
品
を
体
に
良
い
と
推
奨
・

万
能
薬
視
す
る
）
の
三
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的

事
例
か
ら
解
説
し
た
。

　

ま
た
、「
健
康
食
品
」
と
そ

の
宣
伝
広
告
が
包
含
す
る
問
題

性
と
し
て
、
①
有
害
物
質
の
含

有
、
②
医
薬
品
成
分
の
含
有
、

③
一
般
的
食
品
成
分
で
も
病
態

に
よ
っ
て
は
有
害
、
④
抽
出
・

濃
縮
・
乾
燥
等
に
よ
る
特
定
成

分
の
大
量
摂
取
が
問
題
を
惹

起
、
⑤
高
齢
者
の
代
謝
に
過
剰

な
負
担
、
⑥
医
薬
品
利
用
者
で

の
薬
剤
と
の
相
互
作
用
、
⑦
食

生
活
の
改
善
を
錯
覚
、
⑧
生
活

習
慣
見
直
し
不
要
の
錯
覚
、
⑨

治
療
効
果
の
過
信
で
医
療
を
軽

視
、
⑩
非
食
品
の
食
品
化
が
あ

げ
ら
れ
、
経
済
被
害
も
無
視
で

き
な
い
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
特
定
保
健
用
食

品
（
ト
ク
ホ
）」
な
ど
に
限
定

さ
れ
た
食
品
の
「
機
能
性
表

示
」
が
経
済
効
果
を
狙
っ
て
規

制
緩
和
さ
れ
、
科
学
的
根
拠
の

乏
し
い
表
示
で
消
費
者
の
判
断

を
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
と
危
惧
を
表
明
。「
健
康

情
報
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、「
適

度
に
動
く
・
寝
る
・
食
べ
る
」

こ
と
が
健
康
管
理
の
基
礎
・
基

本
で
あ
る
と
し
た
。

　

歯
科
技
工
士
の
雨
松
真
希
人

世
話
人
が
司
会
進
行
し
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
技
工
を
〜

日
本
の
入
れ
歯
を
守
ろ
う
〜
」

の
提
言
を
も
と
に
長
時
間
低
賃

金
の
た
め
離
職
率
が
高
い
歯
科

技
工
士
の
実
情
を
訴
え
、
吉
岡

代
表
世
話
人
が
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
」
運
動
に
つ
い

て
ミ
ニ
講
演
を
行
っ
た
。

　

終
了
後
、
歯
の
健
康
無
料
相

談
を
開
催
し
、
10
人
の
市
民
か

ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
。

兵庫難病連の長谷川敏幸代表理事（右２人目）、森
田繁和神戸市難病連理事長（右３人目）、森利孝兵
庫県腎友会会長（中央奥）らと協会の池内理事長
（左端）・西山副理事長（左２人目）が懇談

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」兵
庫
連
絡
会  

市
民
講
座

市
民
講
座

広
告
に
惑
わ
さ
れ
ず
健
康
管
理
を

広
告
に
惑
わ
さ
れ
ず
健
康
管
理
を

　

協
会
は
４
月
30
日
、
兵
庫
県

腎
友
会
事
務
所
で
、
兵
庫
県
難

病
団
体
連
絡
協
議
会
（
兵
庫
難

病
連
）
と
、
医
療
保
険
制
度
改

革
関
連
法
案
が
患
者
へ
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

協
会
か
ら
は
池
内
春
樹
理
事

長
と
西
山
裕
康

副
理
事
長
が
出

席
。
兵
庫
難
病

連
か
ら
は
、
長

谷
川
敏
幸
兵
庫

難
病
連
代
表
理

事
、
森
田
繁
和

神
戸
市
難
病
連

理
事
長
、
森
利

孝
兵
庫
県
腎
友

会
会
長
ら
９
人

が
出
席
し
た
。

　

兵
庫
難
病
連

は
、
難
病
を
抱

え
る
患
者
と
家

族
の
運
動
団
体

で
、
全
国
で
28

万
人
の
会
員
を
擁
す
る
日
本
難

病
・
疾
病
団
体
協
議
会
（
Ｊ
Ｐ

Ａ
）
に
加
盟
し
て
い
る
。

　

懇
談
で
は
、
ま
ず
池
内
理
事

長
が
、
医
療
保
険
制
度
改
革
関

連
法
案
に
つ
い
て
、
入
院
時
の

食
費
負
担
の
引
き
上
げ
や
、
紹

介
状
の
な
い
大
病
院
初
再
診
時

の
定
額
負
担
の
導
入
と
、
混
合

診
療
の
全
面
解
禁
に
道
を
開
く

患
者
申
出
療
養
の
問
題
点
を
示

し
、
協
会
と
し
て
反
対
し
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

兵
庫
県
腎
友
会
の
森
利
孝
氏

は
、
難
病
を
抱
え
て
い
る
患
者

の
実
態
と
し
て
、
病
状
が
悪
化

し
た
時
に
大
病
院
を
受
診
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
紹
介

状
を
そ
の
都
度
用
意
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
な
い
な
ど
と
し

た
。

　

ま
た
神
戸
市
難
病
連
の
森
田

繁
和
氏
は
、
普
段
か
ら
専
門
医

が
い
る
大
病
院
を
受
診
す
る
こ

と
が
多
く
、
地
域
の
診
療
所
へ

の
受
診
を
無
理
や
り
進
め
よ
う

と
す
る
政
府
の
方
針
自
体
が
、

難
病
患
者
の
実
情
に
合
っ
て
い

な
い
と
し
た
。

　

法
案
で
大
き
な
争
点
と
な
っ

て
い
る
患
者
申
出
療
養
に
つ
い

て
は
、
先
進
医
療
に
よ
る
難
病

の
治
療
法
は
、
現
在
は
ま
だ
多

く
が
研
究
段
階
だ
が
、
今
後
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
を
用
い
た
治
療

法
の
安
全
性
と
有
効
性
が
確
認

さ
れ
た
時
に
、
保
険
収
載
が
妨

げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
注
視
し

て
い
く
と
し
た
。

　

懇
談
の
最
後
に
、
西
山
副
理

事
長
が
協
会
で
取
り
組
ん
で
い

る
署
名
を
紹
介
し
、
兵
庫
難
病

連
に
も
協
力
を
求
め
た
。
兵
庫

難
病
連
の
長
谷
川
氏
は
、
患
者

負
担
は
現
在
で
も
す
で
に
限
界

で
あ
り
、
国
会
が
閉
会
す
る
ま

で
可
能
な
限
り
協
力
す
る
と
述

べ
た
。

　

難
病
患
者
団
体
と
懇
談
を
実
施

　

難
病
患
者
団
体
と
懇
談
を
実
施

休
業
保
障
制
度
　

休
業
保
障
制
度
　
５
月
５
月
2020
日
締
切
迫
る
！

日
締
切
迫
る
！

44
面
に
広
告

面
に
広
告

「患者負担すでに限界」

“歯は命”健康長寿社会にむけて“歯は命”健康長寿社会にむけて
保険で良い歯科医療を保険で良い歯科医療を６・４国会内集会６・４国会内集会
日　時　６月４日（木）12時～
会　場　国会・衆議院第１議員会館大会議室
主　催　「“歯は命”６・４集会」実行委員会

ご参加お申し込みは、☎078－393－1809までご参加お申し込みは、☎078－393－1809まで

兵庫県保険医協会

日　時　６月21日（日）

会　場　チサンホテル神戸　２階あじさい
　　　　（JR神戸駅北へ徒歩５分、高速神戸駅直結）
議　事　13時30分～
記念講演　15時30分～

「新世代ゲノム解析によって変わる医学と医療」
講　師　井ノ上逸朗　国立遺伝学研究所　人類遺伝研究部門　教授
懇親会　17時～　３階六甲（参加費不要）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

第47回総会第47回総会

実情にあわない紹介状なしの大病院受診時定額負担
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の
実
態
・
残
薬
調
査
結
果
、
④

歯
科
の
初
再
診
料
の
引
き
上
げ

要
求
、
基
礎
的
技
術
料
の
引
き

上
げ
、
歯
科
訪
問
診
療
の
「
20

分
以
上
」
要
件
の
是
正
要
求
等

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部　

近
畿
厚
生
局

兵
庫
事
務
所
に
対
し
、
個
別
指

導
お
よ
び
監
査
の
改
善
を
求
め

て
、
西
山
裕
康
副
理
事
長
と
吉

岡
正
雄
歯
科
部
会
長
が
同
事
務

所
を
訪
問
し
、
懇
談
の
要
請
書

を
提
出
し
た
こ
と
（
４
／
１
）

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
春
の
組
織
強
化
月
間
と
共
済

普
及
対
策　

基
本
方
針
、
未
入

会
員
の
紹
介
協
力
要
請
、
共
済

前
半
期
普
及
方
針
、
会
員
拡
大

１
５
０
人
の
目
標
で
取
り
組
む

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
反
核
平
和
部　

①
安
倍
首
相

の
「
我
が
軍
」
発
言
へ
の
抗
議

声
明
、
②
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

派
遣
募
金
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
４
月
11
日
理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

政
府
は
、
今
国
会
に

医
療
保
険
制
度
改
革
案
の
関
連

法
案
を
提
出
し
、
入
院
時
食
費

負
担
増
、
紹
介
状
な
し
の
大
病

院
受
診
時
の
定
額
負
担
の
導

入
、
患
者
申
出
療
養
の
創
設
を

行
お
う
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
ス
ト
ッ

プ
患
者
負
担
増
署
名
の
取
り
組

み
（
到
達
状
況
４
／
６
現
在　

３
１
７
９
０
筆
）
②
保
団
連
中

央
要
請
行
動
、
③
青
森
県
知
事

選
挙
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

①
２
０
１

６
年
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た

保
団
連
要
求
案
の
討
議
要
請
、

②
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

未
承
認
・
適
応
外
の
医
薬
品
・

適
応
の
リ
ス
ト
、
③
重
複
投
薬

　

５
月
21
日
告
示
、
６
月
７

日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
青
森

県
知
事
選
挙
に
、
青
森
県
保

険
医
協
会
元
会
長
の
大
竹
進

氏
が
立
候
補
を
予
定
し
て
い

る
。
兵
庫
県
保
険
医
協
会
理

事
会
は
、「
大
竹
進
を
支
援

す
る
全
国
医
療
者
の
会
」
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
政
策
を

検
討
し
た
結
果
、
憲
法
が
生

き
る
県
政
、
医
療
福
祉
の
充

実
、
反
原
発
な
ど
協
会
の
方

針
と
も
合
致
す
る
こ
と
を
確

認
。
知
事
選
挙
で
の
大
竹
氏

ら
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

募
金
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に

し
た
。

　

青
森
県
は
、
六
ヶ
所
村
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
を
抱
え

て
お
り
、
同
施
設
は
東
日
本

大
震
災
の
際
に
も
地
震
・
津

波
に
よ
っ
て
外
部
電
源
を
喪

失
し
、
冷
却
装
置
が
働
か
な

け
れ
ば
、
未
曾
有
の
放
射
能

汚
染
を
起
こ
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
っ
た
。
大
竹
氏
は

「
核
燃
マ
ネ
ー
に
依
存
せ

な
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

兵
庫
協
会
か
ら
は
加
藤
擁

一
副
理
事
長
が
参
加
し
激
励

し
た
。
加
藤
副
理
事
長
は
、

「
現
知
事
が
か
か
げ
て
い
る

創
造
的
復
興
の
ル
ー
ツ
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
あ

る
」
と
し
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
主

体
の
復
興
の
陰
で
被
災
者
の

生
活
再
建
が
取
り
残
さ
れ
、

今
も
苦
し
ん
で
い
る
な
ど
と

報
告
し
た
。

　

大
竹
氏
は
「
原
発
政
策
を

最
大
争
点
と
し
つ
つ
、
医
療

・
介
護
・
福
祉
の
充
実
で
青

森
県
を
元
気
に
す
る
」
な
ど

と
し
て
、
中
学
生
ま
で
の
患

者
窓
口
負
担
無
料
化
や
国
保

保
険
料
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
憲
法
を
県
政
と
県
民
生

活
に
活
か
す
な
ど
と
し
た
。

※
支
援
募
金　

進
め
！
ド
ク

タ
ー
大
竹
の
会
：
代
表
・
品

川
信
良　

青
森
銀
行
浪
岡
支

店
／
普
通
３
０
３
１
４
５
８

　

郵
便
振
替
口
座
／
０
２
２

６
０―

９―

１
１
５
８
１
０

　

「
大
竹
進
を
支
援
す
る
全

国
医
療
者
の
会
」
は
５
月
９

日
、「
大
竹
す
す
む
と
医
療

・
介
護
・
福
祉
を
語
る
会
」

を
青
森
市
内
で
開
催
し
、
会

場
あ
ふ
れ
る
４
０
０
人
が
参

加
し
た
。
ゲ
ス
ト
に
阿
部
知

子
衆
院
議
員
（
民
主
）、
小

池
晃
参
議
院
議
員
（
共

産
）、
垣
田
さ
ち
子
京
都
協

会
理
事
長
が
出
席
。
各
氏
は

大
竹
氏
の
整
形
外
科
医
と
し

て
の
実
績
や
、
筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
患
者
と
の
関
わ
り
、

診
療
報
酬
改
定
で
の
リ
ハ
ビ

リ
制
限
に
対
す
る
運
動
な
ど

を
語
り
、
国
保
の
県
単
位
化

な
ど
で
、
大
竹
氏
が
知
事
に

　

歯
科
部
会
は
３
月
29
日
に
協

会
会
議
室
で
、
歯
科
定
例
研
究

会
「
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
抗

血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
年

改
訂
版
の
読
み
解
き
方
」
を
開

催
。
獨
協
医
科
大
学
医
学
部
口

腔
外
科
学
講
座
主
任
教
授
の
川

又
均
先
生
を
講
師
に
、
61
人
が

参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

 

（
４
面
に
講
演
録
）

　

抗
血
栓
療
法
を
受
け
て
い
る

患
者
の
抜
歯
は
日
々
悩
ま
さ
れ

る
問
題
で
、
今
回
、
川
又
均
先

生
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
実

務
者
と
し
て
お
話
を
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

講
演
前
半
は
本
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
経
緯
か
ら
作
成
手

順
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
一
般
の
読

み
方
ま
で
広
く
、
総
論
で
す
。

　

２
０
０
４
年
、
医
科
か
ら
ワ

ル
フ
ァ
リ
ン
継
続
下
で
の
抜
歯

が
望
ま
し
い
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
２
０
１

０
年
、
歯
科
で
も
継
続
下
で
の

抜
歯
が
望
ま
し
い
と
い
う
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

歯
科
で
の
作
成
が
遅
れ
た
の
は

問
題
で
し
た
が
、
よ
う
や
く
継

続
下
で
の
抜
歯
と
い
う
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

中
断
に
よ
り
、
約
１
％
に
重
篤

な
脳
梗
塞
に
よ
る
死
亡
例
な
ど

を
誘
発
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ

と
は
肝
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

後
半
は
今
回
改
定
の
各
論

で
、
近
年
販
売
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
新
規
経
口
抗
凝
固
薬

（
ダ
ビ
ガ
ト
ラ
ン
、
リ
バ
ー
ロ

キ
サ
バ
ン
、
ア
ピ
キ
サ
バ
ン
、

エ
ド
キ
サ
バ
ン
）
に
つ
い
て
で

す
。
こ
れ
ら
の
新
規
経
口
抗
凝

固
薬
も
休
薬
に
よ
っ
て
ワ
ル
フ

ァ
リ
ン
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上

の
頻
度
で
脳
梗
塞
あ
る
い
は
全

身
性
塞
栓
症
を
発
症
す
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
半
減
期
が
短
い
こ
と
も
あ

り
、
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
以
上
に
継

続
下
で
の
抜
歯
を
考
慮
す
べ
き

で
す
。
た
だ
し
、
新
し
い
薬
な

の
で
継
続
下
で
の
抜
歯

リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
デ

ー
タ
は
乏
し
い
状
態
で

す
。

　

現
在
約
６
０
０
万
人

が
抗
血
栓
療
法
を
受
け

て
い
る
と
い
わ
れ
、
約

20
人
に
１
人
の
割
合
に

な
り
ま
す
。
高
齢
化
で

さ
ら
に
増
え
る
で
あ
ろ

う
中
、
今
回
の
改
訂
版

が
、
大
き
な
指
標
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
淡
路
市
・
歯
科

 

　

Ｈ
】

　

憲
法
記
念
日
の
前
日
に
あ
た

る
５
月
２
日
、
神
戸
憲
法
集
会

が
神
戸
市
内
で
開
か
れ
、
平
和

憲
法
を
守
ろ
う
と
、
市
民
ら
８

０
０
人
が
参
加
し
、
協
会
か
ら

は
松
岡
泰
夫
評
議
員
が
参
加
し

た
。
同
実
行
委
員
会
に
は
協
会

も
協
力
し
て
い
る
。

　

東
京
新
聞
論
説
兼
編
集
委
員

の
半
田
滋
氏
が
「
日
本
は
戦
争

を
す
る
の
か―

集
団
的
自
衛
権

と
自
衛
隊
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
。
新
た
な
日
米
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ

て
い
な
い
状
況
下
で
も
、
存
立

危
機
事
態
や
重
要
影
響
事
態
な

ど
と
定
義
し
、
日
本
の
武
力
行

使
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
説
明

し
た
。
ま
た
、
安

倍
政
権
は
こ
の
２

年
間
で
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容

認
を
閣
議
決
定
で

行
う
な
ど
、
国
会

軽
視
の
姿
勢
を
あ

ら
わ
に
し
て
い
る

と
批
判
。
安
倍
首

相
は
、
任
期
が
切
れ
る
２
０
１

８
年
ま
で
に
憲
法
９
条
の
改
定

を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
、
今
後
さ

ら
に
暴
走
を
強
め
て
く
る
と
の

見
方
を
示
し
た
。

　

続
い
て
、
沖
縄
国
際
大
学
教

授
の
前
泊
博
盛
氏
が
、
沖
縄
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
講
演
し

た
。
地
理
的
に
沖
縄
が
中
国
に

近
す
ぎ
る
位
置
に
あ
り
、
米
軍

基
地
を
置
く
こ
と
は
か
え
っ
て

被
害
を
招
く
こ
と
や
、
基
地
産

業
よ
り
も
観
光
産
業
の
方
が
経

済
効
果
が
高
い
こ
と
な
ど
、
沖

縄
に
基
地
を
置
き
続
け
る
こ
と

に
は
何
ら
合
理
性
が
な
い
と
力

説
し
た
。
ま
た
、
中
国
と
ア
メ

リ
カ
と
い
う
大
き
な
貿
易
相
手

国
の
双
方
と
良
好
な
関
係
を
築

く
こ
と
が
、
最
も
国
益
に
資
す

る
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

今
国
会
に
政
府
が
提
出
し
た

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法
案

が
４
月
24
日
、
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
で
、
与
党
な
ど
の
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
、
協
会
は
翌
25
日
、
強
行

採
決
に
強
く
抗
議
す
る
理
事
会

声
明
を
採
択
し
た
。
衆
議
院
で

の
厚
生
労
働
委
員
会
審
議
は
、

参
考
人
質
疑
を
合
わ
せ
て
も
実

質
わ
ず
か
４
日
だ
っ
た
。

　

声
明
は
、
①
そ
も
そ
も
、
法

案
は
五
つ
の
法
「
改
正
」
を
一

括
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

医
療
現
場
に
重
要
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
、
１
本
ご
と
に
慎

重
な
審
議
が
必
要
な
も
の
ば
か

り
で
あ
る
、
②
国
民
健
康
保
険

を
県
単
位
に
改
編
す
る
こ
と

は
、
国
保
史
上
前
例
の
な
い
大

改
革
で
あ
る
。
委
員
会
審
議
で

は
、「
国
保
の
構
造
的
問
題
の

解
決
に
は
な
ら
な
い
」「
逆
に

保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」
な
ど
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
は
ま
と
も
に
答
え
よ

う
と
し
て
い
な
い
、
③
患
者
申

出
療
養
制
度
で
は
、
安
全
性
・

有
効
性
を
確
認
す
る
体
制
の
不

備
や
、
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合

の
国
の
責
任
が
不
明
確
な
ど
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

も
政
府
は
明
確
な
方
針
を
示
し

て
い
な
い
と
指
摘
し
、
衆
院
本

会
議
で
可
決
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
た
。

　

し
か
し
、
衆
議
院
本
会
議
で

も
ま
と
も
な
審
議
が
行
わ
れ
な

い
ま
ま
４
月
28
日
に
可
決
さ

れ
、
参
議
院
に
送
ら
れ
た
。

　

協
会
は
引
き
続
き
参
議
院
で

の
徹
底
審
議
と
廃
案
、
修
正
を

求
め
て
、
国
会
議
員
要
請
行
動

を
重
ね
て
い
く
。
昨
年
秋
か
ら

取
り
組
む
「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者

負
担
増
」
署
名
へ
の
さ
ら
な
る

ご
協
力
・
ご
返
送
を
お
願
い
し

た
い
。
署
名
用
紙
の
追
加
注
文

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078―

393―

１
８
０
７
ま
で
。

集団的自衛権と自衛隊とい
うテーマで語る半田氏　　

阿部衆院議員・小池参院議員・垣田京都協
会理事長をゲストに400人が参加

ガイドライン作成実務者の川又先生が
抗血栓療法患者の抜歯について語った

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

浦
井　
　

洋
先
生

東
灘
区　

内
科

４
月
30
日　

享
年
87
歳

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

加
古
川
市
尾

上
町
養
田

感 想 文

◇
条
件　

新
卒
30
万
円

〜
、
既
卒 

40
万
円
〜
80

万
円
（
経
験
に
よ
り
優

遇
）
＋
ボ
ー
ナ
ス
あ
り

開
業
支
援
制
度
あ
り

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会
・
松
村
ま
で

青森県知事選挙

大竹 進青森協会元会長が立候補予定

支援募金にご協力を支援募金にご協力を

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
語
る
会
に
４
０
０
人

憲
法
が
生
き
る
県
政
と
県
民
生
活
を

抗
血
栓
療
法
患
者
の
抜
歯

考
慮
す
べ
き
こ
と
押
さ
え
る

歯
科
定
例
研
究
会

改悪ストップの声を国へ
署名をご返送ください

医療改悪法案 衆院可決に抗議文

戦
後
70
年
の
節
目

平
和
憲
法
の
ね
う
ち
を
学
ぶ

５
・
２
神
戸
憲
法
集
会

ず
、
県
民
の
手
で
青
森
県
を

再
生
さ
せ
る
」「
核
燃
料
サ

イ
ク
ル
施
設
の
稼
働
は
認
め

な
い
」
な
ど
の
政
策
を
か
か

げ
て
い
る
。

　

大
竹
氏
を
支
援
さ
れ
る
方

は
、
支
援
募
金
に
ぜ
ひ
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

【おおたけ　すすむ】
1951年北海道本別町生まれの64歳。
76年弘前大学医学部卒。98年大竹整
形外科開業。現在、青森県臨床整形
外科医会県代表、青森県社会保障推
進協議会会長、なみおかSSC理事
長、青森県保険医協会顧問、「なく
そう原発・核燃、あおもりネットワ
ーク」共同代表



保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

２０１５年(平成２７年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７８２号（３）
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皮疹の診方の基本的ロジック

日　時　６月６日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　木沢記念病院（病院長）、岐阜大学名誉教授（皮膚科）北島　康雄先生
共　催　マルホ株式会社

第507回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

　内科疾患と皮疹はしばしば深く関連している。たとえば膠原病の特異的皮疹、
糖尿病や肝疾患に起因する皮疹など数多くの例がある。一方、皮膚のみを病変の
場とする皮疹もそれ以上にある。内科疾患患者の皮膚にも皮膚原発の皮疹は珍し
くないので両者の鑑別が重要になる。一般的に皮膚科医には人の顔を見れば誰そ
れと分かるように皮疹を見たら直ちに理由もなく診断ができる。これは多数の正
しく診断された皮疹を熟練者に例示・指導されて初めて可能になる。そのような
熟練者がそばにいない内科医や総合医はなぜこの皮疹がSLEの皮疹であり接触皮
膚炎でないか、なぜこの皮疹が虫刺されでなく血管炎の皮疹か、現場の皮膚科医
にその皮疹を診断されてもその本質は理解しがたいであろう。今回は、極めて頻
度の多い、接触皮膚炎、脂漏性皮膚炎、伝染性膿痂疹、白癬に伴う紅斑を主とし
た皮疹と膠原病や血管炎などに伴う紅斑を主とした皮疹の違い（鑑別）のロジッ
クを解説したい。 【北島　記】

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで
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歯科保険請求

70

〈歯科治療総合医療管理料（医管）
 月１回140点〉

Ｑ１　ビスフォスホネート系製剤を服用
中の骨粗鬆症患者の歯科治療に際し、別
の医科の保険医療機関の主治医から診療
情報提供料に定める様式で全身状態等に
ついての情報提供を受けた場合に医管が
算定できるか。
Ａ１　算定には施設基準の届出が必要で
す。処置（外科後処置、創傷処置、Ｐ
処、Ｐ基処を除く）、手術、歯冠修復お
よび欠損補綴の形成、充形、修形、支台
築造にあたり必要な医療管理を行った場
合に算定します。歯科疾患管理料とも併
せて算定できます。
Ｑ２　歯科から医科医療機関へ全身状態
の照会を行い、診療情報提供料の様式で
返書があった場合でも算定可能か。
Ａ２　可能です。情Ⅰの算定なしでも、
診療情報提供書の様式であれば良いの
で、医科歯科連携を深めましょう。カル
テには、医科の主治医からの情報提供に
関する内容、医科の主治医の保険医療機
関名と、管理内容、患者の全身状態の要
点を記載します。レセプト摘要欄には主
病の医科の主治医の医療機関名を記載し

てください。
Ｑ３　医管の施設基準は？
Ａ３　歯科治療総合医療管理料に関する
施設基準は以下の通りです。
（１）十分な経験を有する常勤の歯科医
師、歯科衛生士等により、治療前、治療
中および治療後における患者の全身状態
を管理できる体制が整備されており、次
のいずれかに該当すること。
　①常勤の歯科医師が２人以上配置され
ていること。②常勤の歯科医師および常
勤の歯科衛生士または看護師が１人以上
配置されていること。
（２）患者の全身状態の管理を行うた
め、以下の十分な装置・器具等を有して
いること。①経皮的酸素飽和度測定器
（パルスオキシメーター）、②酸素（人
工呼吸・酸素吸入用のもの）、③救急蘇
生セット
（３）緊急時に円滑な対応ができるよ
う、病院である別の保険医療機関との連
携体制が整備されていること（医科歯科
併設の病院は、医科診療科との連携体制
が整備されていればよい）。
Ｑ４　主病となる厚生労働大臣が定める
疾患とは？
Ａ４　高血圧性疾患、虚血性心疾患、不
整脈、心不全、喘息、慢性気管支炎、糖
尿病、甲状腺機能障害、副腎皮質機能不
全、脳血管障害、てんかん、甲状腺機能
亢進症、自律神経失調症、骨粗鬆症（ビ
スフォスホネート系製剤服用患者に限
る）、慢性腎臓病（腎透析を受けている
患者に限る）

特に内臓疾患関連皮疹と皮膚原発皮疹の鑑別について
　新点数運用についてのよくある疑問にＱ＆Ａ形式で答え
るとともに、レセプト記載方法の変更などについても分か
りやすく解説。ご注文は、☎078－393－1803まで

介護報酬請求の必須アイテム!!

『医療系介護報酬改定Ｑ＆Ａ（2015年版、医科用）』
2015年４月25日発行の最新版！　会員特価2000円（送料込）

日　時　５月24日（日）　　会　場　協会６階会議室
第１部　「中学受験」10時30分～12時
第２部　 「医歯薬難関大受験」13時30分～15時
内　容　入試結果と分析、講師アドバイス
　　　　各部ともセミナー終了後、個別相談あり
参加費　無料
協　力　中央受験センター

　ご子息の医歯薬難関大受験、将来を見据えた中学受験を考えておられる会
員、ご家族の皆さまを対象に「受験セミナー」「個別相談会」を開催します。
会員の先生方はもちろん、受験生がおられるご家族もぜひご参加ください。

お申し込み・お問い合わせは、共済部☎078－393－1805まで

共済部主催「ライフプランセミナー」

中学受験・医歯薬難関大受験セミナー



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
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団体定期
生命保険 

過去６年平均配当率45％／最高5000万円保障／いつでも増額･減額ＯＫ／医師による診査不要

40歳男性5000万円保障が6900円
さらに配当還元が平均45％！

病気やケガの休業に備えて、
高い保険料を払っていませんか？

割安な掛金が満期まで上がりません
最長75歳まで、730日の充実保障／掛け捨て
ではありません／弔慰・高度障害給付あり／自
宅療養、代診をおいても給付／精神疾患も給
付／所得補償保険との重複受給ＯＫ

月払１万～30万円・一時払（毎回）50万～ 2000万円

自在性が魅力！１口単位で解約、掛金中断、再
開可能／まとまった資金は「一時払」で上乗せ

医師・歯科医師の資産形成に最適

※休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない非営利･助け合い共済です。※休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店手数料を含まない非営利･助け合い共済です。

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金
グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

（４）第１７８２号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)５月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

2010年版旧ガイドラインについて
　2010年10月に（一社）日本有病者歯科
医療学会を中心として（公社）日本口腔
外科学会、（一社）日本老年歯科医学会
と合同で「科学的根拠に基づく抗血栓療
法患者の抜歯に関するガイドライン2010
年版」が上梓された。このガイドライン
は多くの医療従事者に活用され、日本医
療機能評価機構のEBM医療情報事業
（ Med i c a l I n f o rm a t i o n N e t w o r k 
Distribution Service：Minds）のWebsite
に2013年９月から掲載されると、掲載直
後は2000アクセス／週で見られていた。
この2010年版の旧ガイドラインでは、ワ
ルファリンのような抗凝固薬やアスピリ
ンなどの抗血小板薬で抗血栓療法を受け
ている患者の抜歯に際し、抗血栓治療を
中断すると、致死的な血栓塞栓性疾患が
高い確率で引き起こされることを示して
いる。さらに、原疾患がコントロールさ
れており、抗血栓療法が適切に施行され
ている患者においては、抗血栓療法継続
下に抜歯を行っても、重篤な出血性合併
症は起こらない、と推奨を行っている。
ただし、患者のその他の出血性リスクは
十分に配慮し、適切な止血操作が必要で
あるとも、記載されている。ワルファリ
ンによる抗凝固療法を受けている日本人
患者においては、そのコントロールが
PT-INRで3.0を超えなければ、適切な止
血処置により止血は可能である、と推奨
されている。さらに、上記以外にも多く
の臨床課題（Clinical Question：CQ）に
対して、合計23の推奨を行っている。

ガイドライン改訂の必要性
　しかしながら、2010年版のガイドライ
ンも作成後５年が過ぎようとしており、
その間、多くの新しいデータが出される
一方、新規抗凝固薬（直接トロンビン阻
害薬：ダビガトラン、第Ⅹa因子阻害
薬：リバーロキサバン、アピキサバン、
エドキサバン）が販売された。また、
2010年版のガイドラインでは抗血小板薬
に関してはアスピリン、塩酸チクロビジ
ンに関する記述がほとんどであり、それ
以外の多くの新規抗血小板薬については
言及していない。さらに、ガイドライン

『科学的根拠に基づく抗血栓療法患者の抜歯に
関するガイドライン2015年改訂版』の読み解き方

文は、ほとんどが私見に基づいた総説で
あり、いわゆるMinds方式によるシステ
マティックレビューに値する論文が存在
しなかった。次回の改訂時には、これら
のCQに対してもエビデンスの高い論文
が出ていることが期待できるので、もっ
と強い推奨をご提示できると期待してい
る。

最後に
　『まず、抗血栓薬の一般名と共に商品
名（ワーファリンⓇ、プラザキサⓇ、イ
グザレルトⓇ、エリキュースⓇ、リクシ
アナⓇ、バイアスピリンⓇ、パナルジン
Ⓡ、プラビックスⓇなど）を認識する。
抗血栓療法を受けている患者の抜歯に際
し、歯科医にとって最も重要なことは、
原疾患の状態が安定しているかを把握す
ることである（血が止まらないことを心
配することではない）。凝固機能に関す
る臨床検査値を知ると同時に、原疾患の
状態を医科主治医に確認しておく必要が
ある。また、抗血栓療法患者の抜歯に際
して、抜歯による重篤な出血性合併症は
起こらないが、健常人に比べて、止血困
難であることは当たり前のことであり、
十分な止血操作ができれば局所止血が可
能であるということを歯科医は肝に銘じ
ておかないといけない。』（2015年改訂版
ガイドラインより）

る解説を行った。第２部は、新規経口抗
凝固薬服用患者あるいはアスピリン、塩
酸チクロビジンに加え、それ以外の抗血
小板薬の服用患者、さらに複数の抗血栓
治療薬を服用している患者の抜歯をいか
に安全に行うかという新規CQに対し、
2014年Mindsシステムで推奨・解説を行
った。第３部は、2007年Mindsシステム
で作成された旧CQとその推奨・解説を
旧システムで改訂した。
　第２部の内容の一部を抜粋して要約す
ると、「新規経口抗凝固薬服用患者で、
原疾患が安定し、至適量が投与されてい
る患者では、新規経口抗凝固薬を継続投
与のまま抜歯を行っても、適切な局所止
血を行えば重篤な出血性合併症を発症す
る危険性は少ないとされている（エビデ
ンスレベルC）。ただし、科学的根拠を
示す報告は少なく、今後のデータの蓄積
が必要である」。本ガイドラインを読む
場合は、この推奨の部分だけではなく、
なぜこのような推奨を行ったかを詳細に
記述している解説文をぜひ読んでいただ
きたい。なお、第３部（旧CQに対する
推奨）は、基本的に旧ガイドラインから
変更はなく、新規の論文を追加し、それ
に応じて記述の変更を行った。

2015年改訂版ガイドラインの評価
　委員一同、本改訂ガイドラインが完成
されたものであるとの認識は持っていな
い。現時点で、最良と思われる論文を集
めて、可能な限り客観的に推奨、解説を
書いたつもりである。なお、改訂ガイド
ラインは外部評価委員（抗血栓療法に造
詣の深い循環器専門医、脳卒中専門医、
口腔外科に関連のある弁護士）の査読
（いわゆるAGREEⅡ評価）を受け、高
い評価を得た。今後も、多くの読者から
建設的なご批判をいただき、次回改訂の
参考にしたいと思っている。
　本ガイドラインの改訂は医療従事者の
みならず、多くの患者様が待ち望んでお
り、時を得た発表をせねばならないと肝
に銘じて委員一同がんばってきた。なん
とか発表にこぎつけたとはいえ、新規経
口抗凝固薬服用患者の抜歯に関しての論

の作成方法も多くの方法が発表され、
Mindsは国際的に多く採用されている
GRADEシステムを検討しつつ、わが国
の医療にとって最も適切な診療ガイドラ
インのあり方とその作成方法を提案して
いる。このような背景において、（一
社）日本有病者歯科医療学会主導で本ガ
イドラインの改訂を行うこととなった。

ガイドライン改訂の体裁、改訂作業
　改訂は最新のMindsの手法（2014年
版）に則って行った。各委員はMindsの
主催するセミナーやワークショップに参
加し、最新のガイドライン作成技法を勉
強しつつ改訂作業を進めた。新規CQ案
の提示、パブリックコメントの収集、新
規CQの最終決定、参考文献の収集、一
次選別、二次選別、構造化抄録を作成し
た。当初、すべてのCQに対して、最新
のMinds2014システムで改訂を行うべく
準備を始めた。しかしながら旧Mindsシ
ステム（Minds2007システム）からの変
更点が、参考文献をすべてシステマティ
ックレビュー（SR）して、エビデンス
総体を作り、それに基づいた推奨をす
る、ということであった。これは旧CQ
に対する164の参考文献、さらに最近５
年間に出された57の論文すべてを読みな
おし、それぞれのCQに対して組み合わ
せてSRを行うという作業が必要になっ
てくる。
　今回の改訂の主たる目的は、新規経口
抗凝固薬（直接トロンビン阻害薬：ダビ
ガトラン、第Ⅹa因子阻害薬：リバーロ
キサバン、アピキサバン、エドキサバ
ン）服用患者の抜歯をいかに安全に行う
かの新たな推奨を書くことである。した
がって、旧CQの改訂作業に多くの時間
を割かれるのは本来の目的から離れてし
まうとの判断で、旧CQに関する改訂は
Minds2007システムで５年間の新たな情
報を盛り込むに留めることとした。

2015年改訂版ガイドラインの特徴
　2015年改訂版ガイドラインは、３部で
構成されている（図）。第１部は、本ガ
イドラインで用いている用語の解説、ワ
ルファリンの作用と遺伝子多型、人種差
に関する解説、抗血栓療法の変遷に関す

獨協医科大学医学部口腔外科学講座　主任教授　　川又　　均先生講演

図　2015年改訂版ガイドライン

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

歯科医療安全管理対策研究会

歯科医院における
医療安全管理対策

「歯科外来診療環境体制加算」
 施設基準届出対応研修

日　時　５月24日（日）14時～17時
会　場　協会５階会議室
講　師　 神戸常盤大学短期大学部口腔保

健学科教授　足立　了平先生
参加費　1000円
定　員　120人
※医療法・院内感染対策職員研修「受
講証」と、先生には外来環の施設基準
届出用「受講証」を発行

姫路会場　５月31日（日）10時～17時
　　　　姫路じばさんびる401会議室
神戸会場　６月28日（日）10時～17時
　　　　協会５階会議室
内　容　「歯と口腔の基礎知識・診療
の流れ」「院内感染対策の基礎知識」
「医療保障の種類と受付業務・レセプ
トの流れ等」「患者接遇とコミュニケ
ーション」
参加費　6000円（テキスト「デンタル
スタッフのための歯科保険診療ハンド
ブック」・資料・弁当・飲物代含む）
※ 「修了証書」「受講証」を発行

初級歯科助手講座初級歯科助手講座


